
写真2　ケロイドの治療（提供:小川氏）
31歳、女性。小腸切除手術の傷跡からケロイドを
生じた。ケロイドを切除後、再縫合し、シリコーン
ジェルシートと電子線照射で再発を予防した。

「専門医による手
術や電子線照射
で、ケロイドの再
発を防げるように
なった」と話す、
日本医大の小川令
氏。

「シリコーンクッ
ションは、肥厚性
瘢痕やケロイドの
治療に有用だ」と
話す、昭和大の土
佐泰祥氏。
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関連ジャンル： 処置

瘢痕をきれいに治す

　一方、手術創を適切に処置しても治癒した後に傷跡が赤く盛り上がった状態になることが

ある。これらは肥厚性瘢痕やケロイドと呼ばれる皮膚病変だ。

　受傷部位にのみ現れるのが肥厚性瘢痕で、周囲の正常な皮膚にまで浸潤するものがケロイ

ドだ。病態はまだ不明だが、創が治癒する過程で線維芽細胞からコラーゲンが異常に分泌さ

れてできると考えられている。どちらも特徴的な外見だけでなく、強いかゆみや痛みを伴う

ため、患者の苦しみは大きい。

　このような肥厚性瘢痕やケロイドを予防するには、包帯やサポーターによる圧迫療法を行

う。最近、有用性が多く報告されるのは、シリコーンジェルシートの「エフシート」「シカ

ケア」などを創部に長期間貼り付ける方法だ（写真2）。

　「運動性の高い胸部や腹部、肩部、関節部は肥厚性瘢痕やケロイドの好発部位。創周辺の皮膚が引っ張られると、発生リ

スクは高まると考えられる。シリコーンジェルシートはその張力を分散させる効果があるのではないか」と日本医大形成外

科准教授の小川令氏は話す。

　シリコーンジェルシートは肥厚性瘢痕やケロイドを予防するだけでなく、治療する際も有用だという。昭和大形成外科准

教授の土佐泰祥氏は「シリコーンオイルが充てんされたクッション状の『クリニセル』などは、特に効果が高い。そのほか

の保存的療法として、ステロイドの局部注射や、治療薬であるトラニラスト（商品名リザベンほか）の内服、ステロイドの

分泌を促進する漢方薬の柴苓湯の内服などを組み合わせて併用することもある」と話す。

　肥厚性瘢痕やケロイドを外科的に切除する方法もある。「摘出後は縫合面を十分に密着させて皮

下縫合と真皮縫合を行い、創面が盛り上がるようにする。表皮は軽く固定する程度にとどめること

が、きれいに治すためのポイント」と小川氏は話す。病変部位が拡大するケロイドも、切除後に放

射線の一種である電子線を照射すれば、再発を防げるという。土佐氏は、「ケロイドは部位や病期

によって性質が変化することを考慮し、患者に合った治療方針を立てるとよい」と話す。

　肥厚性瘢痕の多くは数年かけて自然と治癒するが、「拘縮を伴ったり、運動制限を来す関節部位の肥厚性瘢痕は、早期に

専門医へ紹介するべき」と小川氏は話している。
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